
 
 元気いっぱい、笑顔いっぱい、社会に出ることを心待ちにした児童がそろう学校

季節とともに
校長 宮腰 高子

校長室に、職員が梅の花を花瓶に生けて飾ってくれました。見たことの
ない濃い赤紫色の花です。良い香りもします。学校の裏門に咲いていると
のことなので行ってみると、裏門の脇にある「一夜塚」の石碑の上に沢山
咲いていました。背より高い木で見落としていました。更に話を聞くと、
「踏み台を用意して」「花が落ちないようにそっと」切り取ってくれたと
のことでした。大変にありがたく、私だけが楽しむのはもったいないと思
い花瓶を廊下に出そうとしたら、すでに廊下の先にはもっと大きな花瓶に
沢山の梅が飾られていました。「良いものを子供たちに見せたい」「良い
環境を子供たちに提供したい」いろいろな持ち場の職員がおりますが、み
な思いを一つに、できる限りの知恵を絞り合う第二小学校です。
梅と言えば、本校の正門には「錬磨…梅のようにかぐわしい人格 泉の

ようにわきいずる知性」と記されています（この言葉は、以前には校舎内 【梅の花】
にも掲示されていたと古い記念誌に書かれていました）。一年の
学びのまとめであるこの時期に春の日差しを浴びて香り立つ梅の
花々、この一つ一つが教室にそろう子供たちのように感じられま
す。
さて、早いもので今日から3月です。4月には進級・進学となり

ます。3月22日の卒業証書授与式まで6年生の登校日は残す所あと
15日となりました。3月2日には「6年生を送る会」が行われます。 【正門の「錬磨」】
卒業式を目前に控えた6年生の前で、1年生から5年生は感謝の気持ちを込めて学年ごとに
出し物等を行います。コロナ前には、全児童が体育館に集まって行っていましたが、昨年
度は事前に撮影したものを配信する方法で実施でした。今年度は、発表学年が代わる代わ
る体育館に行き、6年生に見せる形をとります。来年度はコロナ前のスタイルに戻すこと
が出来るでしょうか。司会等のリードするのは5年生です。5年生の活躍も楽しみです。
この他にも、クラブや委員会の振り返り、通学班の新年度への引き継ぎ等、6年生には

小学校生活最後のこととしての行事が有ります。学校全体にとっては毎年やっていること
ですが、そのたびに6年生は小学校生活を振り返り、自分の成長や愛校心、未来への希望
を持ち、いく段もの心の階段を上ります。保護者の皆様、地域の皆様と共に卒業までの日
々を支えていければと思います。

先日、雪が降りました。休み時間には子供たちの声が校庭に響
き渡りました。雪の感触やいつもと違う友達とのじゃれ合い方を

思い切り楽しめたようです。「雪の結晶
が付いてるよ！」と袖に付いた雪を感
動しながら見せ合う姿もありました。

【なかよし作品展】 【雪の日の休み時間】 【雪の思い出の絵】

【学校教育目標】 進んで学習する子（知） 仲良く助け合う子（徳） 健康で明るい子（体）

朝霞第二小だより
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